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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第３四半期
連結累計期間

第17期
第３四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年９月30日

自平成28年１月１日
至平成28年９月30日

自平成27年１月１日
至平成27年12月31日

売上高 （千円） 2,132,513 1,644,176 2,703,194

経常利益又は経常損失（△） （千円） 126,741 △6,779 130,506

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 40,623 △3,133 39,602

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 40,635 △3,279 39,621

純資産額 （千円） 1,779,197 1,870,728 1,799,795

総資産額 （千円） 2,053,027 2,087,156 2,080,616

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円) 4.06 △0.31 3.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 3.90 － 3.81

自己資本比率 （％） 81.6 80.1 80.5

 

回次
第16期

第３四半期
連結会計期間

第17期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円) △3.99 1.50

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

　　　４．第17期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式

は存在するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益又は四半期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰

属する四半期純損失（△）」としております。

 

(1)　業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、このところ弱さも見

られるものの、緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、海外経済で弱さがみられており、我が国の

景気が下押しされるリスクがあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　一方、当社グループの既存事業と密接に関連する新築マンション市場、特に首都圏マンション市場におきまし

ては、当第３四半期連結累計期間において供給戸数が前年同期比16.8％減、契約率においても7.8ポイント減（い

ずれも民間調査機関調べ）と非常に厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況のなか、マンションデベロッパー及び管理会社との取引関係のさらなる強化及び新規法人開拓

の強化に注力してまいりました。

　この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高1,644百万円（前年同期比22.9％

減）、営業損失18百万円（前年同四半期は営業利益40百万円）、経常損失６百万円（前年同四半期は経常利益126

百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失３百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益40

百万円）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ハウスケア事業

　ハウスケア事業に関しましては、密接に関連する新築マンション市場、特に首都圏マンション市場が厳しい状

況で推移し、マンションデベロッパー及び管理会社との取引関係のさらなる強化及び新規法人開拓の強化に注力

いたしましたが、前年同期比において物件獲得戸数の減少及び販売率が低下したこと等により、厳しい状況で推

移いたしました。

　以上により、当第３四半期連結累計期間におけるハウスケア事業の業績は、売上高620百万円（前年同期比

9.8％減）、営業利益122百万円（同3.8％増）となりました。

②ビル総合管理事業

　ビル総合管理事業に関しましては、昨年Ｍ＆Ａした子会社が売上利益ともに貢献し、比較的順調に推移いたし

ました。

　以上により、当第３四半期連結累計期間におけるビル総合管理事業の業績は、売上高945百万円（同14.1％

増）、営業利益59百万円（同49.0％増）となりました。

③総合不動産事業

　総合不動産事業に関しましては、物件の仕入れは比較的順調に推移いたしましたが、売却予定物件が後ズレし

たため、非常に厳しい状況で推移いたしました。

　以上により、当第３四半期連結累計期間における総合不動産事業の業績は、売上高78百万円（同87.2％減）、

営業損失18百万円（前年同四半期は営業利益47百万円）となりました。

 

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(3)　研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,767,200

計 19,767,200

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,011,300 10,011,300

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

100株

計 10,011,300 10,011,300 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 10,011,300 － 1,782,061 － 314,414

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　　　200 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式 　10,010,600 100,106 －

 単元未満株式  普通株式　　　　　500 － －

 発行済株式総数 10,011,300 － －

 総株主の議決権 － 100,106 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,200株（議決権52個）含まれておりま

す。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ルーデン・ホールディン

グス株式会社

東京都新宿区西新宿

７丁目22番36号
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、霞友有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,241,470 702,026

受取手形及び売掛金 261,799 228,983

商品及び製品 344 331

販売用不動産 159,885 602,841

仕掛品 － 191

原材料及び貯蔵品 2,166 5,509

前渡金 242,351 2,000

短期貸付金 － 241,000

未収入金 36,567 53,803

その他 20,963 66,975

貸倒引当金 △68 △166

流動資産合計 1,965,479 1,903,496

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 93,754 143,231

減価償却累計額及び減損損失累計額 △78,112 △80,039

建物及び構築物（純額） 15,642 63,192

機械装置及び運搬具 4,917 4,574

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,199 △3,609

機械装置及び運搬具（純額） 1,717 964

工具、器具及び備品 11,412 11,678

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,627 △10,106

工具、器具及び備品（純額） 1,785 1,571

土地 3,248 28,296

リース資産 6,760 6,760

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,427 △5,033

リース資産（純額） 2,332 1,726

有形固定資産合計 24,725 95,752

無形固定資産   

のれん 1,793 －

その他 403 403

無形固定資産合計 2,197 403

投資その他の資産   

投資有価証券 30,508 2,629

出資金 181 181

破産更生債権等 621,464 624,017

損害賠償請求権 70,057 70,057

その他 85,259 84,693

貸倒引当金 △691,543 △694,075

投資損失引当金 △27,713 －

投資その他の資産合計 88,214 87,503

固定資産合計 115,137 183,659

資産合計 2,080,616 2,087,156
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,087 43,379

未払金 156,334 114,491

未払法人税等 10,241 10,913

預り金 19,934 10,004

賞与引当金 － 2,515

売上値引引当金 82 197

アフターコスト引当金 650 626

その他 62,311 24,931

流動負債合計 261,641 207,061

固定負債   

退職給付に係る負債 6,799 7,270

その他 12,381 2,096

固定負債合計 19,180 9,366

負債合計 280,821 216,428

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,782,061 1,782,061

資本剰余金 314,414 314,414

利益剰余金 △421,411 △424,544

自己株式 △290 △290

株主資本合計 1,674,774 1,671,641

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 194 48

その他の包括利益累計額合計 194 48

新株予約権 124,826 199,038

純資産合計 1,799,795 1,870,728

負債純資産合計 2,080,616 2,087,156
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 ※１ 2,132,513 ※１ 1,644,176

売上原価 1,379,183 990,171

売上総利益 753,329 654,004

販売費及び一般管理費 713,283 672,722

営業利益又は営業損失（△） 40,046 △18,717

営業外収益   

受取利息 11,468 1,625

受取配当金 25 26

貸倒引当金戻入額 78,215 －

長期預り金戻入益 － 9,687

その他 2,815 4,883

営業外収益合計 92,524 16,222

営業外費用   

支払利息 135 48

消費税控除対象外 5,452 3,897

その他 241 337

営業外費用合計 5,829 4,284

経常利益又は経常損失（△） 126,741 △6,779

特別利益   

固定資産売却益 － 224

投資損失引当金戻入額 － 27,713

その他 － 4,800

特別利益合計 － 32,738

特別損失   

貸倒引当金繰入額 70,057 －

投資有価証券評価損 － 16,269

特別損失合計 70,057 16,269

税金等調整前四半期純利益 56,683 9,689

法人税、住民税及び事業税 14,537 13,071

法人税等調整額 1,522 △248

法人税等合計 16,059 12,822

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,623 △3,133

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
40,623 △3,133
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,623 △3,133

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 12 △146

その他の包括利益合計 12 △146

四半期包括利益 40,635 △3,279

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 40,635 △3,279
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。なお、当第３四半期連結累計

期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．売上高から次の金額が控除されております。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

売上値引引当金繰入額 △244千円 680千円

 

２．前第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日 至　平成27年９月30日）

 当社グループの売上高は、主力事業であるハウスケア事業において、第１四半期連結会計期間から第２

四半期連結会計期間にかけて集中し、増加する傾向があります。このため、各四半期連結会計期間の業績

に季節的変動があります。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日 至　平成28年９月30日）

 当社グループの売上高は、主力事業であるハウスケア事業において、第１四半期連結会計期間から第２

四半期連結会計期間にかけて集中し、増加する傾向があります。このため、各四半期連結会計期間の業績

に季節的変動があります。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

減価償却費 3,769千円 3,758千円

のれんの償却費 25,774千円 1,793千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ハウスケア

事業
ビル総合管理

事業
総合不動産

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 687,524 828,682 616,306 2,132,513 － 2,132,513

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 687,524 828,682 616,306 2,132,513 － 2,132,513

セグメント利益 118,456 39,996 47,095 205,548 △165,502 40,046

（注）１．セグメント利益の調整額△165,502千円には、のれん償却額△8,069千円及び各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△157,432千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ハウスケア

事業
ビル総合管理

事業
総合不動産

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 620,070 945,200 78,904 1,644,176 － 1,644,176

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 620,070 945,200 78,904 1,644,176 － 1,644,176

セグメント利益又は損失（△） 122,968 59,584 △18,313 164,240 △182,958 △18,717

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△182,958千円には、のれん償却額△1,793千円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△181,165千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

(1)　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
4円06銭 △0円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額　

（△）（千円）

40,623 △3,133

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は普通株式に係る親会社株主に

帰属する四半期純損失金額（△）（千円）

40,623 △3,133

普通株式の期中平均株式数（株） 10,011,100 10,011,100

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3円90銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 395,133 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

ルーデン・ホールディングス株式会社(E05479)

四半期報告書

15/16



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

ルーデン・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

霞友有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 依田　友吉　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山崎　安通　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているルーデン・ホー

ルディングス株式会社の平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28

年７月１日から平成28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ルーデン・ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年９月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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